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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第117期
第１四半期
連結累計期間

第118期
第１四半期
連結累計期間

第117期

会計期間
自  平成23年３月１日
至  平成23年５月31日

自  平成24年３月１日
至  平成24年５月31日

自  平成23年３月１日
至  平成24年２月29日

売上高 (百万円) 20,706 21,203 88,215

経常利益 (百万円) 595 760 2,860

四半期(当期)純利益 (百万円) 167 502 1,906

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 174 498 2,452

純資産額 (百万円) 5,777 8,576 8,077

総資産額 (百万円) 70,174 68,747 69,350

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 1.46 4.38 16.63

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 8.2 12.5 11.6

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

４．第117期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

(企業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。　

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて

重要な変更があった事項は次の通りであります。

(10)資金繰りに関するリスク

当社及び一部の連結子会社は、借入先金融機関より借入金元本について、平成25年２月末日までの返済期

限の延長及び返済方法の変更を主な内容とする借入金返済条件の変更に同意をいただいており、平成25年

３月以降の借入金の返済方法については、借入先金融機関に提案の上、別途合意を取得する予定としており

ます。

　当社グループは平成23年２月期から平成25年２月期までの中期経営計画について、過去２期は大幅に計画

を上回って達成しており、最終年度である当期も計画を達成する見込みであります。

　このような状況の中、当社グループは平成26年２月期からの次期中期経営計画を取引金融機関のご理解の

もと現在策定中であり、主力金融機関からは、既に当該計画に基づく借入金の返済方法について強い支援意

思の表明を頂いております。

　なお、当該事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行なわれておりません。　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会

社)が判断したものであります。　　　　　　　

　
(１) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間（平成24年３月１日～平成24年５月31日）におけるわが国経済は、東日本

大震災の被災地を中心とした住宅投資の好調、復興需要を反映した求人倍率の改善、商品販売額の伸長

等、堅調な復興需要による改善の動きがみられますものの、海外景気の下振れリスクや電力供給の制約、

原子力災害の影響等、懸念材料も多く、いまだ景気回復を実感するに至らぬ状況にあります。　　　　

百貨店業におきましても、東日本大震災による自粛ムードから消費マインドの好転がみられますもの

の、天候不順が集客に影響するなど、売上高は本格的な回復に至っておりません。

こうした状況の中、当社グループでは、売上高の減少が継続しても、営業利益を確保できる抜本的なコ

スト構造の転換等を目指した「井筒屋グループ中期３ヵ年経営計画」を引き続き推進し、財務基盤の健

全化に努めております。

当第１四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高は21,203百万円(前年同期比

102.4％)、営業利益は818百万円(前年同期比114.2％)、経常利益は760百万円(前年同期比127.6％)、四半

期純利益は502百万円(前年同期比299.7％)となりました。
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　 セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

　 ①百貨店業

当社グループの主要な事業であります百貨店業におきましては、「お客様第一主義」を基本と

し、品揃えの強化を進め、販売サービスの向上をはかるとともに、ライフスタイルや商環境の変化へ

の対応力強化に取組んでおります。

本店におきましては、本年３月ルイ・ヴィトンブティックのリニューアルオープンをはじめとし

て、品揃えや販売体制の見直しをおこない、収益の改善に努めてまいりました。また、集客力の向上

を目指し、３月には「日本縦断全国うまいもの大会」、ゴールデンウィークには「松本零士の世界

展」と「夏の北海道物産展」を開催し、ご好評をいただきました。

また、当社グループ各店におきましては、顧客基盤の強化をはかるべく、友の会やウィズカードの

会員獲得を強力に推進してまいりました。

当第１四半期連結累計期間（平成24年３月１日～平成24年５月31日）の業績につきましては、売

上高は21,203百万円(前年同期比102.4％)、営業利益は870百万円(前年同期比110.2％)となりまし

た。

   ②友の会事業

       友の会事業におきましては、株式会社井筒屋友の会が当社グループの百貨店に対して前払

　   式の商品販売の取次を行っており、外部顧客に対する売上高はありません。営業利益につき

     ましては４百万円(前年同期は16百万円の営業損失)となりました。
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(２)  財政状態の分析

　　 ①資産

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ602百万円減少し、68,747百万円

となりました。うち、流動資産は11,504百万円、固定資産は57,242百万円であります。固定資産の主な

内容は、有形固定資産39,081百万円、無形固定資産445百万円、投資その他の資産17,715百万円であり

ます。

   ②負債

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ1,101百万円減少し、

60,171百万円となりました。うち、流動負債は20,515百万円、固定負債は39,655百万円であります。

負債の主な内容は、借入金33,376百万円、支払手形及び買掛金7,607百万円、再評価に係る繰延税金

負債3,737百万円であります。

   ③純資産

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ498百万円増加し、8,576

百万円であります。

　
(３)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　
(４)  研究開発活動

　　該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年７月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 114,804,953114,804,953
東京証券取引所
(市場第一部)
福岡証券取引所

単元株式数は
1,000株で
あります。

計 114,804,953114,804,953― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年３月１日～
平成24年５月31日

― 114,804 ― 10,532 ― 11,904
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年２月29日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
 普通株式　 　151,000

―
権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式

完全議決権株式(その他)  普通株式 114,253,000114,253 同上

単元未満株式  普通株式　 　400,953 ― 同上

発行済株式総数  　　　　 114,804,953 ― ―

総株主の議決権 ― 114,253 ―

(注) １「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が6,000株(議決権6個)含まれて

おります。

２「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式994株が含まれております。

　　 ３ 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

　載することができないことから、直前の基準日(平成24年２月29日)に基づく株主名簿による記載をしており

  ます。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年２月29日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社井筒屋

北九州市小倉北区船場町
１番１号

151,000― 151,000 0.1

計 ― 151,000― 151,000 0.1

　

２ 【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年３月１日

から平成24年５月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年３月１日から平成24年５月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,811 4,390

受取手形及び売掛金 1,940 2,276

有価証券 14 14

商品 3,759 4,045

貯蔵品 24 24

その他 692 753

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 12,242 11,504

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 14,181 14,352

土地 24,321 24,292

その他（純額） 444 437

有形固定資産合計 38,948 39,081

無形固定資産 489 445

投資その他の資産

長期貸付金 11,339 11,280

その他 6,477 6,582

貸倒引当金 △148 △147

投資その他の資産合計 17,669 17,715

固定資産合計 57,108 57,242

資産合計 69,350 68,747
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,285 7,607

短期借入金 2,113 1,025

未払法人税等 46 27

その他の引当金 240 283

その他 11,631 11,571

流動負債合計 21,317 20,515

固定負債

長期借入金 32,463 32,350

再評価に係る繰延税金負債 3,737 3,737

退職給付引当金 1,229 1,234

商品券回収損失引当金 742 748

その他の引当金 164 164

資産除去債務 406 408

負ののれん 380 330

その他 830 681

固定負債合計 39,955 39,655

負債合計 61,273 60,171

純資産の部

株主資本

資本金 10,532 10,532

資本剰余金 11,904 11,904

利益剰余金 △20,367 △19,864

自己株式 △21 △21

株主資本合計 2,047 2,550

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 28 24

土地再評価差額金 6,001 6,001

その他の包括利益累計額合計 6,029 6,025

純資産合計 8,077 8,576

負債純資産合計 69,350 68,747
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年５月31日)

売上高 20,706 21,203

売上原価 15,444 15,862

売上総利益 5,261 5,341

販売費及び一般管理費 4,545 4,523

営業利益 716 818

営業外収益

受取利息 64 63

持分法による投資利益 9 53

協賛金収入 23 11

負ののれん償却額 49 49

未回収商品券受入益 66 66

受取賃貸料 85 83

その他 50 42

営業外収益合計 349 368

営業外費用

支払利息 214 196

売上割引 96 96

商品券回収損失引当金繰入額 50 50

その他 108 83

営業外費用合計 470 427

経常利益 595 760

特別利益

PCB廃棄物処理費用引当金戻入益 1 －

貸倒引当金戻入益 0 －

特別利益合計 2 －

特別損失

固定資産除却損 11 246

投資有価証券評価損 － 0

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 406 －

特別損失合計 417 246

税金等調整前四半期純利益 180 513

法人税、住民税及び事業税 9 11

法人税等調整額 2 △0

法人税等合計 12 11

少数株主損益調整前四半期純利益 167 502

四半期純利益 167 502
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 167 502

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 4 △2

持分法適用会社に対する持分相当額 3 △1

その他の包括利益合計 7 △3

四半期包括利益 174 498

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 174 498

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。　

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。　

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。　

　
【追加情報】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年３月１日  至  平成24年５月31日)

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年３月１日
至  平成24年５月31日)

減価償却費 423百万円 398百万円

負ののれんの償却額 49  〃 49  〃

　

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年５月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成24年３月１日  至  平成24年５月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注)

合計
百貨店業 友の会事業

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 20,706 ― ― 20,706

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 187 ― 187

計 20,706 187 ― 20,894

セグメント利益又は損失（△） 789 △16 ― 773

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報サービス事業

を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 773

セグメント間取引消去 △57

四半期連結損益計算書の営業利益 716

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。　

　

EDINET提出書類

株式会社井筒屋(E03032)

四半期報告書

15/19



　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年３月１日  至  平成24年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注)

合計
百貨店業 友の会事業

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 21,203 ― ― 21,203

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 181 ― 181

計 21,203 181 ― 21,385

セグメント利益 870 4 ― 874

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報サービス事業

を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 874

セグメント間取引消去 △56

四半期連結損益計算書の営業利益 818

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。　
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年３月１日
至  平成24年５月31日)

　 １株当たり四半期純利益金額 １円46銭 4円38銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(百万円) 167 502

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 167 502

    普通株式の期中平均株式数(千株) 114,655 114,652

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。　

　

２ 【その他】

　　　該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年７月６日

株式会社井筒屋

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    東　　能　　利　　生    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    宮　　本　　義　　三    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社井筒屋の平成24年３月１日から平成25年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成
24年３月１日から平成24年５月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年３月１日から平成24年５月
31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結
包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社井筒屋及び連結子会社の平成24年５
月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していな
いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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